
　地域レベルの会議における主な議論のまとめ
　（地域の課題および市の課題）

(1)地域で起きている問題と課題は、1～9のテーマに分類し、地域個別ケア会議と

地域包括ケア推進会議で話し合われた内容をそれぞれ記載した。

(2)地域での対応方針は、地域包括ケア推進会議で挙げられたものを内容に応じて、

「実態把握」、「普及啓発」、「連携強化」、「取組検討」の４つに分けた。

(3)個別ケア会議で複数のテーマに跨る事例については、主なテーマ部分を太字で、

それ以外は「再掲」と表記した。

(4)市レベルの課題は地域個別ケア会議と地域包括ケア推進会議で挙げられたものを

それぞれ記載した。

資料２



テーマ

 １．生活の困りごと
（介護予防・生活支援・移動支援・ペット等）

 ２．認知症

 ３．権利擁護（虐待含む）

 ９．地域で支える仕組み

 ４．見守り

 ５．ケアラー支援

 ６．防災

 ７．医療・介護連携

 ８．多分野・多文化・地域共生

松戸市地域ケア会議におけるテーマ
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　

実
態
把
握

○フレイルチェック等具体的な手段方
法について
○社会資源の立ち上げや継続活動の支
援体制の拡充

○ゴミ屋敷の片づけをしてくれる
制度がない（民間の業者は高額）
○精神疾患がありほとんど外出し
ない方が、サービス以外で地域や
社会と繋がりを持つことが困難。
○日中仕事をしている家族が、本
人や世帯の課題について、思いを
表出したり、相談したりする場所
がない。

○身寄りがない方の緊急時の対応
の仕組みづくり。

普
及
啓
発

○医療・介護の専門職が地域の元気な
高齢者にもアプローチして予防の普及
啓発に取り組む

○あんしん電話の普及啓発。

連
携
強
化

○地域の方にも参加頂き、予防活動実
施
○生活支援について、住民同士の助け
合いやボランティアの仕組み作り
○元気なうちから病気のリスクや、在
宅か施設か等本人が今後どうしていき
たいのか聞き取っておく

○フレイル状態の早期発見・対応
の仕組みづくり。

○社会資源の立ち上げや継続活動
の支援体制の拡充
○有料の見守り協定。

取
組
検
討

○地域資源の新規立ち上げ、発展
○徒歩圏内の通いの場（インフォーマ
ル資源）を増やしていく

○親族が負担になっている支援の
中で、植木の手入れ、ゴミ出し
等、一緒に取り組めることを検討
していく。
○70代が通い、集い参加できるよ
うな居場所が少ない。

○移動支援の充実
○要支援サービスの指定事業者数
の今後の需給計画を市民・介護
サービス事業所・ケアマネに説明
する必要がある

1.生活の困りごと
（介護予防・生活

支援等）

【介護予防】

○フレイル状態の早期発見・対応
の仕組みづくり。（個２）

【生活支援】

○植木の手入れ、ゴミ出し等一緒
に取り組めるような支援。（個
27）
○ゴミ屋敷の片づけをしてくれる
制度がない。（個50）
○引きこもりの方や前期高齢者
等、サービス以外で地域や社会と
つながりを持つことが困難。（個
55再掲、個57再掲）
○日中仕事をしている家族が、本
人や世帯の課題について、思いを
表出したり、相談したりする場所
がない。（個58再掲）
○他者との関わりが苦手だった
り、社会との関わりに今一歩飛び
込むことのできない高齢者が、気
軽に参加できる社会資源が少な
い。（個30再掲）

【介護予防】

専門職と地域活動が協力して行う
介護予防活動の具体的な取り組み
方法について（明第1）
要支援認定者を受けるリハビリデ
イサービスと訪問介護が不足して
いる（明第2西）
介護予防・フレイル予防の取り組
み（明第2西）

【生活支援】

在宅生活が難しくなった場合の対
応方法が分からずどのタイミング
でどこに相談すべきか。（常盤
平）

明第1
明第2西
常盤平

テーマ
(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた

地域での対応方針
(3)市レベルの課題 推進会議で話し合

われた地区
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○掃除や片付け、ゴミ出しなどの家事
支援、ペットの世話、安否確認、グリ
スロの活用やタクシーのサブスク等で
移動支援

○保証人のいない高齢者の賃貸契
約や施設入居に困難さがある。
○夫婦関係の改善を相談できる機
関がない。
○ペットの支援をしてくれるサー
ビスがない。
○独居高齢者で家族関係が希薄
だったり、子に頼りたがらない高
齢者が増えている。

○病院への緊急搬送時、同乗者の
有無を問わず搬送、受診できる仕
組み作り。
○総合事業の活性化

普
及
啓
発

○地域住民との関係が築かれてい
る方が、サービス利用により、関
係が希薄にならないよう、イン
フォーマルなサービスも取り入れ
た支援が求められる。

○自立高齢者や要支援の方、その
家族等にセルフケアについての更
なる普及啓発。

連
携
強
化

○地域には制度の隙間の課題を持った
高齢者がいる事は必然。地域や各職種
がチーム組む事で対応する。
○民生委員や地域の方とケアマネとの
連携会議を継続実施。

○グリスロの利用が難しい（タイ
ミングが合わない）

取
組
検
討

○運転免許返納後の移動手段や生
活支援等の整備。
○認知症の方でも気軽に利用出来
る交通手段。

○金銭管理やゴミ回収等の公的事
業を利用する際の、迅速性と簡易
性を高める構造の構築。
○ケアマネのシャドーワークを減
らす方策の検討。

1.生活の困りごと
（移動支援・ペッ

ト等）

【移動支援】

○運転免許返納後の移動手段や生
活支援等の整備。（個14）
○高齢者が気軽に利用できる交通
手段（個47）

【ペット】

○ペットの支援をしてくれるサー
ビスがない。（個49）

【その他】

○保証人のいない高齢者の賃貸契
約や施設入居が困難。（個20）
○家族関係に課題がある（夫婦
間、独居高齢者とその親族、等）
高齢者世帯の増加。（個40、個
51再掲）
○地域住民との関係が築かれてい
る方が、サービス利用により、関
係が希薄にならないよう、イン
フォーマルなサービスも取り入れ
た支援が求められる。（個21再
掲）

【ケアマネのシャドーワーク】
高齢者の課題に対して、ケアマネ
を始めた支援者が、業務外の支援
を行わざるを得ない現状がある。
（本庁）
ケアマネへの過剰な負担（常盤
平）
介護保険の認定が下りてもケアマ
ネ不足によりサービスへ繋がるま
でに時間がかかる。（新松戸）

【その他】

社会資源が不足、又社会資源が
あっても周知が不足し、実際には
活用ができていない。（本庁）
ケアマネや介護の人材不足（五香
松飛台）

本庁
常盤平

五香松飛台
新松戸
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○つながり協力員の方でも得意、不得
意があるので、可能なことを把握す
る。
○つながり協力員それぞれがどのよう
な活動をしたいか事前に個別に意向を
確認したほうが良い。
○本人の趣味、特技を生かすことがで
きれば活動できるのではないか。
○受け入れ側の理解がないと難しい。

○認知症になっても参加できる集
いの場が地域にほとんどない。
○家族の認知症、疾患の理解不足
○認知症のある独居高齢者に対し
て地域参加・行事・老人会等が有
るが、認知症に関しての理解と受
け入れが難しいため結果公的サー
ビスを中心としたものになること
が多い。

○認知症本人の社会参加の機会の
促進。

普
及
啓
発

○支える側、支えられる側双方への周
知が必要。回覧板や地域の広報誌、チ
ラシ等を活用してはどうか。
○いきいきサロンの参加者に周知・広
報してはどうか。

○認知症状に対する理解・周知活
動。
○認知症状を受け入れられない子
世代に対し、早い段階からの認知
症に関する啓発。
○認知症のツールとしての高齢者
見守りシールの普及啓発活動をし
地域に広めていく。

○市民の理解の増進を図る。

連
携
強
化

○本人、家族が意思決定をするための
情報提供を専門職が行う。
○意思決定をサポートするための話し
合いや、適宜内容の確認・修正などを
行う。

○認知症高齢者の独居の継続的な
地域の見守り体制の整備。
〇認知機能低下予防策の強化

取
組
検
討

○学校等や高齢者が立ち寄る場所
に関わる企業や団体（コンビニ
等）を対象として認知症サポー
ター養成講座を開催。
○認知症の方でも気軽に利用出来
る交通手段。

２.認知症

【認知症の方の見守り体制】

○認知症高齢者の把握や継続的な
地域の見守り体制の整備。（個
11、個12再掲）
○認知症のある独居高齢者に対し
て地域参加・行事・老人会等が有
るが、認知症に関しての理解と受
け入れが難しい。（個48）
○認知症のツールとしての高齢者
見守りシールの普及啓発活動をし
地域に広めていく。（個56）

【認知症状に対する理解・普及啓
発】

○認知症状に対する理解・周知活
動。（個3、個32再掲）
○独居の認知症高齢者の在宅生活
継続の困難さ。（個18）
○認知症状を受け入れられない子
世代に対し、早い段階からの認知
症に関する啓発。（個26）
○家族の認知症、疾患の理解不足
（個43）

【地域の社会資源】

○認知症の方でも今出来ることを
発揮できる場や集いの場。（個
8、個41）
○学校等や高齢者が立ち寄る場所
に関わる企業や団体（コンビニ
等）を対象として認知症サポー
ター養成講座を開催。（個24）
○認知症の方でも気軽に利用出来
る交通手段（個47）
〇認知機能低下予防策の強化（個
31再掲）

【認知症の方の見守り体制】

認知症高齢者の継続的な地域の見
守り体制の整備について、つなが
り協力員になる為の登録の手軽さ
や敷居を低くするためにどうすれ
ばよいか。（明第2東）
認知症や家族の支援拒否などによ
り本人の意思決定が難しい。（小
金）

【地域の社会資源】

認知症になっても地域で活躍でき
る場はあるか。（なければ）どう
すれば活躍の場にできるか。（六
実六高台）

明第2東
小金

六実六高台
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○元気な内に書き留めておいてもら
う。または家族がある程度聞き取りを
して書いておき、いざという時に本人
に書いてもらう。

○高齢者の悪質商法被害や消費者
被害が多い。

○アプリやインターネットの活用
などを検討する。
○エンディングノートや死後事務
委任サービスなどの情報をまと
め、必要なサービスの開発を検討
する。

普
及
啓
発

○地域全体で高齢者に注意喚起、見守
りを行っていく

○「高齢者の虐待の防止、高齢者
の養護者に対する支援等に関する
法律」の内容・目的等を一般市民
に理解してもらえる努力が必要。
○虐待をしてしまう親族の精神疾
患や障害（疑い）について地域で
の理解を深める。
○地域でDVの普及啓発や、支援者
がDVについて学べる機会を作る。

連
携
強
化

○主介護者が虐待者の場合の医
療・介護連携の図り方。
○詐欺被害が増えてきている為、
近所で声を掛け合える関係性作り
が必要。

取
組
検
討

○必要な情報を添えて小金版、松戸市
版エンディングノートの作成をしてい
く。
○法的効力などがないこと、必要な場
合は遺言書作成などの情報提供もしな
がら配布する。

〇成年後見制度の有用性を周知で
きる人を増やす。
○消費者被害のチラシだけだはな
く、町会自治会を対象として、警
察等が消費社被害防止のための講
話をする。
○携帯電話販売業者を対象とした
詐欺防止対策の研修。

○各専門分野からの意見の集約を
する。

３.権利擁護
（虐待含む）

【虐待】

○主介護者が虐待者の場合の医
療・介護連携の図り方。（個4）
○高齢者虐待防止法の内容・目的
等を一般市民に理解してもらえる
努力が必要。（個5）
○虐待をしてしまう親族の精神疾
患や障害（疑い）について、普及
啓発や理解を促す。（個52、個
35再掲）

【成年後見制度等】

○後見制度を含めた元気なうちに
備えておける支援。（個32再掲）
○金銭管理の拒否が見られる身寄
りのない独居高齢者の成年後見制
度利用について。（個31、34）

【詐欺被害の防止】

○高齢者の悪質商法・詐欺被害が
増えてきている為、近所で声を掛
け合える関係性作りが必要。（個
7、個53）
○町会自治会等を対象に消費者被
害・詐欺被害防止のための講演会
や研修の実施（個23、個24再
掲）
○独居や身寄りのない人は緊急時
の対応について備える意識を高め
ることが重要。（個25再掲）

【成年後見制度等】
エンディングノートの実際の活用
に繋がらない。（小金）

【詐欺被害の防止】

詐欺・悪徳商法・交通事故など高
齢者の日常生活におけるリスクが
高まっている。（明第2西）

明第2西
小金
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○多世代交流の場やなんでも話の出来
る場所があると良いのではないか。
○ロボットなどのAI機能搭載ツールの
利用

○町内の老人会に参加しても認知
症に対しての理解がどこまででき
るのか。
○高齢者のみならず外国人に対し
ての見守りが必要。
○独居高齢者で家族関係が希薄
だったり、子に頼りたがらない高
齢者が増えている。

○困りごとを抱えている当事者自
身がその困りごとを発信できるよ
うな仕組みづくり
○メーカーと協働しロボットなど
のAI機能搭載のツールの普及啓発

普
及
啓
発

○松戸市で始まる地域資源サイトを有
効に活用できるよう、情報を受け取る
当事者だけでなく、支援者にも周知を
図っていく。

○学校等や高齢者が立ち寄る場所
に関わる企業や団体（コンビニ
等）を対象として認知症サポー
ター養成講座を開催。
○見守りの手引き等の冊子作成。
○高齢者見守りシールを知らない
人が多いので、認知症のツールと
しての普及啓発活動をし地域に広
めていける様にする必要がある。

○情報資源サイトを住民のニーズ
に合う形になるような工夫と専門
職への周知
○個人が持っている様々なスキ
ル、キャリアを活かした活動に対
する広報活動

連
携
強
化

○福祉の事業所の方にも協力員登録を
してもらい、送迎の際や訪問の移動
時、心配なことや困った人がいたら連
携することができるようにする。
○趣味、特技等を活かしてスポーツ推
進員等での活躍をしてもらう。

○セルフネグレクト状態、困窮状
態にある方に気付く地域の繋がり
づくり。

○いろいろな人が集まる事ができ
るコンビニ等との連携

取
組
検
討

○つながり協力員の育成や支援体制を
整える。
○全世代が容易に情報を受け取れ、か
つ興味が引くように発信の方法を工夫
する。
○昔の遊びや映画鑑賞等、若い頃して
いた趣味活動等を提供する場を作る。

○助けを求めることができない障
害のある家族や、認知症の高齢者
を把握するための見守り体制が必
要。
○本人が公的支援に否定的な時
は、民生委員等が同席等し不安解
消に協力。

4.見守り

【社会資源】

○認知症・他者との関わりが苦手
な高齢者にとって、集いの場等の
社会資源が少ない。（個30、個8
再掲、個48再掲）

【地域からの孤立】
○公的支援に拒否的、親族関係の
希薄さから他者に頼りたがらない
高齢者が多い。（個28、個51）

【見守り体制】
○認知症高齢者や障害を抱える家
族等、課題のある世帯を地域で見
守る体制の整備（個12、個39、
個42、個11再掲）
○高齢者のみならず外国人に対し
ての見守りが必要。（個46再掲）

【普及啓発】

○企業等を対象に認知症サポー
ター養成講座を開催する等、介護
保険や認知症について普及啓発
（個24、個25）
○安全に見守りができるための手
引き等の作成（個45）
○町内の老人会に参加しても認知
症に対しての理解がどこまででき
るのか。（個47）
○高齢者見守りシールを普及啓発
活。（個56再掲）

【社会資源】

本人の困りごと発信を含む情報へ
のアクセスの弊害による社会資源
活用のしづらさ。（矢切）
資源が豊富にも関わらず、活用さ
れないことから、資源自体が衰退
化する可能性がある。（矢切）

【地域からの孤立】

家族からの支援が難しい世帯や、
家族に頼りたがらない高齢者、身
寄りがなくKPが不在な高齢者が増
えている。（新松戸）

【見守り体制】

見守りを必要としている人がどこ
にいるのか、高齢者の対象者の把
握。（明第2東）
「ちょっと聞いてよ」「なにか
あった?」な関係性づくりから、
詐欺被害を防止する為の情報共有
等、さまざまな変化に気づく地域
の目を育てる必要がある。（馬橋
西）

矢切
明第2東
新松戸
馬橋西
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○本人と子を分離し、金銭的な部分を
安定させ、施設入所を検討する。

○地縁の無いダブルケアラーへの
支援について。
○日中仕事をしている家族が、本
人や世帯の課題について、思いを
表出したり、相談したりする場所
がない。

○入所費用負担軽減として、家族
が入所施設で働き料金を安くする
（施設側は人手不足解消に繋が
る）。実現するには企業の努力が
必要になるため、行政が体制を整
えて推奨していく必要がある。
○生活保護になれない狭間の人の
支援
○緊急連絡先等確保する仕組作り

普
及
啓
発

○ケアマネと介護者との関係を密にし
ていく必要がある。

○現役で仕事をしている世代に、
親の介護の問題は急に訪れること
があることや、介護や認知症、介
護保険や地域包括支援センターに
ついて知っておいてもらうための
方策が必要。
○地域へ障害の支援の必要性等の
理解を進めていく。

○働く世代の方への認知症・介護
保険の普及啓発

連
携
強
化

○近隣住民や民生委員が聞き手にな
る。早めに民生委員や包括に相談し介
入。
○介護が必要ということを隠さず、近
所に伝え、周囲にフォローを求める。
○若い世代の支援者の緊急連絡先を確
認、必要時は後見人を依頼。

○障害を抱える世帯の孤立予防に
向けたケアラー支援。
○顔の見える関係性の構築。
○就労しながら、介護をする家族
への支援が必要。

○仕事をしながら介護をする家族
へのサポート
○ケアマネへの介護保険以外の負
担がなくなるような仕組み作り。

取
組
検
討

○ケアマネがモニタリング時に⾧めに
話を聞いたり、訪問職員から子の様子
を聞き、状態によっては電話でのフォ
ローをする。

○助けを求めることができない障
害のある家族や、認知症の高齢者
を把握するための見守り体制と、
本人家族が同じ立場の方と交流し
情報共有をしたり思いを表出でき
る社会資源が必要。

○元気な高齢者を集めての見守り
システムを行政として構築すれ
ば、ケアラー負担を軽減できるの
ではないか。

5.ケアラー支援

【介護者の孤立】

○障害を抱える世帯の孤立予防や
就労しながら介護をする家族に向
けたケアラー支援。（個38、個
58、個3再掲、個4再掲）

【家族の支援促進】

○親の介護を担うかもしれない現
役世代が、介護や認知症、介護保
険や地域包括について理解や知識
を深められるよう普及啓発してい
く。（個6、個26再掲）
○助けを求めることができない障
害のある家族や、認知症の高齢者
を把握するための見守り体制と、
本人家族が同じ立場の方と交流し
情報共有をしたり思いを表出でき
る社会資源が必要。（個12再掲）

【ダブルケア】

○地縁の無いダブルケアラーへの
支援について。（個19再掲）

【介護者の孤立】
介護者（と支援者）の高齢化（常
盤平）

【家族の支援促進】

ケアラーに対してどのような支援
ができるのか。ケアラーが求めて
いる支援とは何か。（東部）
仕事をしながら介護をしているが
経済的負担が大きく、介護者の認
知症等への理解が不足している。
（常盤平）

東部
常盤平
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○介護拒否や、不衛生な住環境や
それに伴う傷・疾病状況の増悪
が、災害時の本人自身や近隣住民
の避難行動への影響を及ぼすかも
しれない。

普
及
啓
発

連
携
強
化

取
組
検
討

6.防災

【災害対策】

○介護拒否や、不衛生な住環境や
それに伴う傷・疾病状況の増悪
が、災害時の本人自身や近隣住民
の避難行動への影響を及ぼすかも
しれない。（個59、個60再掲）
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

普
及
啓
発

○受診中断者への受診勧奨の取り
組み。

連
携
強
化

○経済的不安があると介護サービ
スに繋がりづらく利用控えとなる
ため、医療と連携して勧めてい
く。

取
組
検
討

○フレイル状態の早期発見・対応
の仕組みづくり。
○セルフネグレクト状態、困窮状
態にある方に気づく地域の繋がり
づくりとアウトリーチ含めた医療
の対応強化。

7.医療・介護連携

【医療連携】

○受診中断者への受診勧奨の取り
組み。（個２）

【医療・介護連携】

○フレイル状態の早期発見・対応
の仕組みづくり。（個２再掲）
○主介護者が虐待者の場合の医
療・介護連携の図り方。（個4再
掲）

【精神科医療との連携】
○精神的な症状が増悪すると、地
域で支えることが困難になる（個
54）
○精神疾患があり、ほとんど外出
しない方が、サービス以外で地域
や社会とつながりを持つことが困
難。（個57再掲）
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○言語習得の支援（子どもについては
言語習得の機会や支援体制あり。国際
交流協会などが主催の語学教室の情報
提供）

○地域での多言語、多文化を支援
する機関が無い。
○精神疾患があり、ほとんど外出
しない方が、サービス以外で地域
や社会とつながりを持つことが困
難。

○支援者のサポート（地域には個
人の好意で活動する支援者がお
り、包括からの依頼で公的な手続
きに同行・通訳をする場合、交通
費負担などで活動の継続を支援す
る）

普
及
啓
発

○精神疾患や障害について地域で
の理解を深める。
今後、高齢者になっていく在日外
国人への制度の説明支援。

連
携
強
化

○地域で孤立させない（民生委員など
による声掛け、見守り、異文化への理
解を深める交流）
○地域の人材の活用（言語対応可能な
ボランティアに協力を依頼する）

○高齢者世帯・8050世帯等でも
民生委員などの見守り体制が必
要。
○障害から介護サービスに移行す
る際、制度の違いによってサービ
ス利用量が減ることで起こるトラ
ブル。

取
組
検
討

○地域資源の活用
○情報、地域資源へのアクセスをわか
りやすくする（利用者がどのような経
緯で情報を得たか、資源に辿り着いた
かを確認し、複雑な手順を介さずに情
報を得て資源活用ができるように発信
の方法を適宜見直す）

○介護保険その他の公的情報のユ
ニバーサル化（外国人が友人やボ
ランティアに通訳を依頼しても、
制度を正しく理解して情報を伝え
られるとは限らず、地域レベルで
の対応に限界がある。窓口での通
訳対応や、パンフレット・申請書
の多言語対応、誰でもわかりやす
い内容になることが望まれる）

8.多分野・多文
化・地域共生

【多分野・多文化・多世代支援】

○多世代で課題を抱える支援の難
しい世帯（8050世帯、精神疾患
や障害等）への理解の深化や見守
り体制が必要（個19、個33、個
35、個57）
○在日外国人の高齢者への見守り
等の支援（個16、個46）
○障害から介護サービスに移行す
る際、制度の違いによってサービ
ス利用量が減ることで起こるトラ
ブル。（個36）

【多分野・多文化・多世代支援】

日本語が不自由な外国人高齢者の
支援と対応方法。現状のコミュニ
ティや対応から今後を考える。
（小金原）
多機関職種による連携について
（小金原）

小金原
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個別ケア会議 推進会議 個別ケア会議 推進会議　
テーマ

(1)地域で起きている問題と課題 (2)推進会議で話し合われた
地域での対応方針

(3)市レベルの課題 推進会議で話し合
われた地区

実
態
把
握

○イベント等の数が増えれば選択肢が
広がる。
○SNSでの繋がりを考えてみる
○若者に介護の仕事を知ってもらうた
め、介護分野のビジネスモデルがある
といい

○他者との関わりが苦手な高齢者
や前期高齢者等が、気軽に参加で
きる社会資源が少ない。
○金銭面で不安があると介護サー
ビス利用に繋がりづらく、利用控
えがある。
○家族、支援者以外で本人の意思
決定を共有できる存在がいない。

○大学と協働し、ボランティア活
動の推奨
○ボランティアへの報酬につい
て、ポイントなど担い手になりた
いと思うような仕組み作り

普
及
啓
発

○頼られる事を知ってもらう機会
○アクティブシニア向けのコンテンツ
を作成しボランティアに誘いやすくす
る。

○地域へ障害の支援の必要性等の
理解を進めていく。
〇地域活動を続けてきた人が「地
域活動」から「介護サービス」へ
移行するタイミング、本人らへの
伝え方。

○「地域共生社会」についての認
知度を調査し結果によっては対応
施策を考え直す。
○専門職への生活支援体制整備事
業の重要性の周知

連
携
強
化

○世話焼きによる声掛け
○専門職間、専門職-地域間で細やかに
連携を図れるようなネットワークを構
築していく。

0

○地域包括ケア推進課が地域活動
に関わり連携強化の必要あり。
○地域包括がまつどDEつながるス
テーションの活動に参加している
が、多世代のあらゆる課題を抽出
して対応するためには、子供や障
害などの分野も含めて、様々な機
関が参画できるような体制づくり
をしてもらいたい。

取
組
検
討

○マッチング出来る仕組みを検討。気
が合えば、関りが深まる。
○高齢者の見守り体制を構築していく
ために、町会や協力員の活動について
議論をしていく。

○疾患等により生活課題を抱えて
いる若い方も地域活動に参加でき
るよう、地域共生社会の構築が必
要。

○若者に介護の仕事内容ややりが
い等を伝える場作り。
○専門職が地域の資源や情報を把
握できる仕組みづくり。

9.地域で支える仕
組み

【地域の関係性構築】
○生活課題を抱える若年世代の地
域活動への参加や、地域が支援す
る体制の構築。（個1、個13）
○顔の見える関係性の構築。（個
9、個28再掲）

【住民参加・集いの場】

○地域サークル等が認知症を理解
し受け入れられる仕組み作り。
（個15）
○他者との関わりが苦手な高齢者
等が、気軽に参加できる社会資源
が少ない。（個30、個55）

【地域での見守り・支援】

○地域との繋がりが継続できるよ
うインフォーマルサービスによる
支援。（個21、個32、個41、個
33再掲）
○家族・支援者以外で、本人の意
思決定を共有できる存在がいな
い。（個60）
○精神的な症状が強くなってしま
うと、サービス以外で地域で支え
ていくのが難しくなってしまう。
（個54再掲、個57再掲）
○衛生面、災害面で、今後近隣住
民に影響を及ぼす可能性がある。
（個59再掲）

【地域の関係性構築】

支援者間の関係性が希薄なことに
より必要な資源が届かない。（矢
切）
町会や民生委員を引き継いでくれ
る若い世代の担い手が少ない。町
会によって地区社協の活動の理解
が異なる。（馬橋）

【地域での見守り・支援】

他者との関わりを拒む人への集団
への誘いは難しいため、得意なこ
とを引き出す等、社会との繋がり
を維持する方策について（常盤平
団地）
集まるのが苦手な人がどのように
前向きに生きられるかの仕組みが
見当たらない。（常盤平団地）
民間のサービスについても担い手
不足であることと金銭的に苦しい
方の場合利用に繋がりにくい。
（新松戸）

矢切
常盤平団地

新松戸
馬橋
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